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Staphylococcus intermedius group（SIG）は犬や猫

における外耳炎，膿皮症及び膿瘍を引き起こす主要な原

因菌であり［1］，多くの抗菌薬に耐性を示すSIGが米国

では1999 年以降［1h3］，ヨーロッパ［4h7］と日本

［8h10］では2007年以降に急増してきている．また，腸

球菌は尿路感染，術後創感染，心内膜炎などを引き起こ

す日和見感染菌であるが，この菌においても多剤耐性菌

が増加してきている［11, 12］．また，人で問題になって

いるメチシリン耐性（methicillinhresistant : MR）

S. aureus（SA）やバンコマイシン耐性腸球菌（van-

comycinhresistant enterococci : VRE）の伴侶動物か

らの分離報告も相次いでなされるようになってきた

［13］．このように伴侶動物においても多剤耐性グラム陽

性球菌が増加傾向にあり，抗菌薬治療への影響が懸念さ

れる．

病原細菌の薬剤感受性を把握し，適切な抗菌薬を選択

することは細菌感染症治療の奏功には不可欠である［9,

14］．われわれはMRSIGに対して，アルベカシン，テ

イコプラニン，リネゾリドなどの新しい抗菌薬が有効で

あることを報告した［14］が，新たな抗菌薬の使用は新

たな耐性菌出現につながる可能性がある．そのため従来

から用いられている抗菌薬を有効に利用することが重要

になってくる．このため，従来から用いられている抗菌

薬を中心とした最新の薬剤感受性動向と各種耐性菌の出

現状況を把握しておくことが重要となる．人では多くの

臨床分離株を用いたサーベイランスが定期的に報告され

ている［15］ものの，犬猫ではそのような報告はほとん

どない［16］．

犬猫は飼い主である人と生活域を共有すると同時に，

その治療には人体用の抗菌薬が汎用されていることか

ら，犬猫における耐性菌の出現は公衆衛生上問題となる

可能性がある［13, 17］．

われわれは，当院における犬猫の臨床材料由来グラム

陽性球菌の菌種同定するとともに薬剤感受性を調査した

ので報告する．

材 料 及 び 方 法

2002年から2010年の間に細菌感染症で当院に来院し

た犬245 頭と猫54頭からスワブにて材料を採取した．

採取した材料からグラム陽性球菌を分離・同定し，日本

医学臨床検査研究所にて薬剤感受性試験を実施した．グ

ラム陽性球菌は，羊血液寒天培地（㈱日研生物医学研究
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要　　　　　約

2002年から2010年に細菌感染症で当院に来院した犬猫からStaphylococcus intermedius group（SIG）161株，コ

アグラーゼ陰性ブドウ球菌（CNS）67株，S. aureus（SA）18株，Enterococcus faecalis 39株，E. faecium 15株及

びStreptococcus spp. 50株が分離された．犬からメチシリン耐性（MR）SIGが67株，MRCNSが14株及びMRSAが

1株，猫からMRSIGが11株，MRCNSが11株及びMRSAが2株分離された．MRSIGとMRCNSはドキシサイクリン

に，MRSAはクロラムフェニコールに感受性であった．Streptococcus spp.は多くの抗菌薬に感受性であったが，腸球

菌，特にE. faeciumは多くの抗菌薬に耐性であった．
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所，京都）とBTB寒天培地（㈱日研生物医学研究所，

京都）を用いて好気培養により分離された．また，グラ

ム染色とVITEK2 GP同定カード（bio Mérieux S.A.,

France）により菌同定を行った．コアグラーゼ陽性ブ

ドウ球菌は，さらに S. aureus ID寒天培地（ bio

Mérieux S.A., France）と MRSA ID寒天培地（bio

Mérieux S.A., France）を用い検査した．カタラーゼテ

スト陰性の集落には，SF培地（㈱日研生物医学研究所，

京都），アルギニン培地（㈱日研生物医学研究所，京都）

及びエスクリン培地（㈱日研生物医学研究所，京都）の

確認培地を使用した．ブドウ球菌株はClinical and Lab-

oratory Standards Institute（CLSI）ドキュメントの

基準（M100hS18）に従い，セフォキシチンディスク法

を用いたMRブドウ球菌の判定が行われた．

収集株は皮膚137 例から6菌種169 株，皮下膿瘍37

例から5菌種40株，眼分泌物32例から4菌種39株，耳

垢 24 例から 5 菌種 25 株，尿 37 例から 6 菌種 42 株，

膣・子宮分泌物20例から6菌種22株及びその他（口腔

分泌物，鼻汁，肛門餒，気管分泌物及び腹水）12例か

ら5菌種13株となった．また，1事例から1株分離され

たものは253 例，1事例から2株分離されたものは41

例，1事例から3株分離されたものは5例となった．

薬剤感受性試験は，C L S I のドキュメントの基準

（M100hS18）に準拠し，センシディスク（㈱日本ベク

トン・ディッキンソン，東京）を用いたディスク法で実

施された．薬剤感受性試験にはクラブラン酸・アモキシ

シリン（C/AMP），セファレキシン（CEX），セフジニ

ル（CFDN），ゲンタマイシン（GM），オフロキサシン

（OFLX），ホスホマイシン（FOM），クロラムフェニコ

ール（CP），ドキシサイクリン（DOXY）が用いられた．

なお，ブドウ球菌と腸球菌はバンコマイシン（VCM）

に対する感受性も調べられた．

成　　　　　績

研究期間中，グラム陽性球菌が犬245頭から293株と

猫54頭から57株分離された（表1）．SIGは犬から149

株（51％）と猫から12株（21％），コアグラーゼ陰性

ブドウ球菌（CNS）は犬から44株（15％）と猫から23

犬猫におけるグラム陽性球菌の検出状況と薬剤感受性
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 SIG（MRSIG） 149 （67） 51 （23） 12 （11） 21 （19） 161 （78） 46 （22） 
 CNS（MRCNS） 44 （14） 15 （　5） 23 （11） 40 （19） 67 （25） 19 （　7） 
 SA（MRSA） 10 （　1） 3 （　0） 8 （　2） 14 （　4） 18 （　3） 5 （　1） 
 Enterococcus faecalis 35  12  4  7  39  11 
 Enterococcus faecium 6  2  9  16  15  4 
 Streptococcus spp. 49  17  1  2  50  14 

  293 （82） 100 （28） 57 （24） 100 （42） 350 （106） 100 （30） 

表 1 　グラム陽性球菌＊の分離状況 

犬 合　計 

株　数 分離頻度（％） 株　数 分離頻度（％） 株　数 分離頻度（％） 

＊SIG：Staphylococcus intermedius group　CNS：コアグラーゼ陰性ブドウ球菌　SA：Staphylococcus aureus
MR：メチシリン耐性 

全グラム陽性球菌の合計 
（MRブドウ球菌の合計） 

猫 

53 
（25） 
25 
（9） 
4 

（1） 
7 
3 
8 

100 
（35） 

23 
（14） 
7 

（3） 
3 

（1） 
3 
0 
4 

40 
（18） 

58 
（35） 
18 
（8） 
8 

（3） 
8 
0 
10 

100 
（46） 

23 
（9） 
4 

（0） 
2 

（0） 
0 
0 
10 

39 
（9） 

59 
（23） 
10 
（0） 
5 

（0） 
0 
0 
26 

100 
（23） 

8 
（3） 
4 

（1） 
1 

（0） 
8 
0 
4 

25 
（4） 

32 
（12） 
16 
（4） 
4 

（0） 
32 
0 
16 

100 
（16） 

10 
（6） 
5 

（3） 
3 

（1） 
10 
8 
6 

42 
（10） 

24 
（14） 
12 
（7） 
7 

（2） 
24 
19 
14 

100 
（23） 

5 
（2） 
1 

（0） 
1 

（0） 
5 
2 
8 

22 
（2） 

23 
（9） 
5 

（0） 
5 

（0） 
23 
9 
36 

100 
（9） 

2 
（1） 
3 

（3） 
1 

（0） 
2 
0 
5 

13 
（4） 

15 
（8） 
23 

（23） 
8 

（0） 
15 
0 
39 

100 
（31） 

90 
（43） 
43 

（15） 
7 

（1） 
11 
5 
13 

169 
（59） 

 SIG（MRSIG） 
　 
 CNS（MRCNS） 
　 
 SA（MRSA） 
　 
 Enterococcus faecalis 
 Enterococcus faecium 
 Streptococcus spp.

表 2 　分離されたグラム陽性球菌＊の材料別内訳 

皮　膚 

株数 
分離 
頻度 
（％） 

株数 
分離 
頻度 
（％） 

株数 
分離 
頻度 
（％） 

株数 
分離 
頻度 
（％） 

株数 
分離 
頻度 
（％） 

株数 
分離 
頻度 
（％） 

株数 
分離 
頻度 
（％） 

＊SIG：Staphylococcus intermedius group　CNS：コアグラーゼ陰性ブドウ球菌　SA：Staphylococcus aureus
MR：メチシリン耐性 

全グラム陽性球菌の合計 
（MRブドウ球菌の合計） 

皮下膿瘍 眼分泌物 耳　垢 尿 膣・子宮分泌物 その他 



株（40 ％），SAは犬から10 株（3 ％）と猫から8 株

（14％）分離された．Enterococcus faecalisは犬から35

株（12％）と猫から4株（7％），E. faeciumは犬から6

株（2％）と猫から9株（16％），Streptococcus spp.は

犬から49株（17％）と猫から1株（2％）分離された．

MRブドウ球菌が犬から82 株（28 ％），猫から24 株

（42 ％）分離された．内訳は犬ではM R S I Gが 67 株

（23 ％），MRCNSが14 株（5％）及びMRSAが1株

（0％）で，猫ではMRSIGが11株（19％），MRCNSが

11株（19％）及びMRSAが2株（4％）であった．SIG

中のMRSIGの占める割合は48 ％（161 株中78 株），

CNS中のMRCNSの占める割合は37％（67株中25株）

及びSA中のMRSAの占める割合は17％（18株中3株）

であった．

SIGが分離された皮膚材料は53％（90株）であり，

次いでCNSが25％（43株）分離された（表2）．皮下

膿瘍からはSIGが58％（23株）分離され，次いでCNS

が18 ％（7 株）分離された．眼分泌物からは SIGが

59％（23株）分離され，次いで Streptococcus spp.が

26 ％（10 株）分離された．耳垢と尿からは S I Gと

E. faecalis（32％，24％）が多く分離され，膣・子宮

分泌物からはStreptococcus spp.（36％）が多く分離さ

れ，次いで SIGと E. faecalis（23％）が分離された．

M R S I G はすべての部位から 8 ～ 3 5 ％分離され，

MRCNSは眼分泌物と膣・子宮分泌物を除いた部位から

4～23％分離され，MRSAは皮膚，皮下膿瘍及び尿か

ら1～3％分離された．特にMRブドウ球菌は皮膚の

35％と皮下膿瘍の46％から分離された．

今回分離されたメチシリン感受性ブドウ球菌はほとん

どの抗菌薬に対して感受性であった（表 3）．一方，

MRSIGにおいて，80％以上感受性を示した抗菌薬は

DOXYのみで，50～80％感受性を示した抗菌薬はCP

のみであった．MRCNSにおいて，80％以上感受性を

示した抗菌薬はDOXYのみで，50～80％感受性を示し

た抗菌薬は C P，G M，O F L X及び F O Mであった．

MRSAはCPにすべて感受性であったが，それ以外の抗

菌薬に対しては0～33％の感受性であった．E. faecalis

はC/AMPに95％感受性で，次いでOFLXに85％感受

性であった．また，CPと FOMにはそれぞれ67 ％と

62％感受性であったが，それ以外の抗菌薬に対しては0

～41％の感受性であった．E. faeciumはVCMを除い

たほとんどの抗菌薬で感受性が低く，最も感受性が高か

ったDOXYでも53％の感受性であった．さらにVCM

以外の抗菌薬にすべて耐性を示したE. faeciumが猫で1

株分離された．Streptococcus spp.は GMの感受性が

4％と低く，また，FOMの感受性が66％であったが，

それ以外の抗菌薬に対しては90％以上が感受性であっ

た．

なお，分離されたブドウ球菌と腸球菌のすべては

VCMに感受性であった．

考　　　　　察

Morrisら［3］は，米国において，SIG中のMRSIG

の占める割合は17％，CNS中のMRCNSの占める割合

は40％及びSA中のMRSAの占める割合は35％と報告

している．また，Ruscherら［5］は，ドイツにおいて，

SIGの8％と SAの11 ％がMRであり，Luciaら［7］

は，イタリアにおいては SIGの21％がMRであったと

報告している．本研究において，MRブドウ球菌は犬猫

ともに分離され，SIGの48％，CNSの37％及びSAの

17 ％がMRであった．したがって，本研究における

MRSIGの分離率は米国やヨーロッパよりも高いと考え

嶋田恵理子　宮本　忠　鳩谷晋吾
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表 3　分離されたグラム陽性球菌＊の抗菌薬感受性率表（％） 

＊SIG：Staphylococcus intermedius group　CNS：コアグラーゼ陰性ブドウ球菌　SA：Staphylococcus aureus
MR：メチシリン耐性 

＊＊C/AMP：クラブラン酸・アモキシシリン　CEX：セファレキシン　CFDN：セフジニル　GM：ゲンタマイシン 
OFLX：オフロキサシン　FOM：ホスホマイシン　CP：クロラムフェニコール　DOXY：ドキシサイクリン 

C/AMP＊＊ DOXYCPFOMOFLXGMCFDNCEX

 SIG（n＝161） 
 　MSSIG（n＝83） 
 　MRSIG（n＝78） 
 CNS（n＝67） 
 　MSCNS（n＝42） 
 　MRCNS（n＝25） 
 SA（n＝18） 
 　MSSA（n＝15） 
 　MRSA（n＝3） 
 Enterococcus faecalis（n＝39） 
 Enterococcus faecium（n＝15） 
 Streptococcus spp.（n＝50） 

 49 52 52 43 41 66 71 89 
 95 100 100 73 73 93 88 90 
 0 0 0 12 6 37 53 88 
 61 61 61 79 75 60 85 96 
 98 98 98 93 88 64 95 98 
 0 0 0 56 52 52 68 92 
 83 83 83 83 72 78 100 89 
 100 100 100 93 87 93 100 100 
 0 0 0 33 0 0 100 33 
 95 0 0 3 85 62 67 41 
 7 0 0 0 7 20 40 53 
 100 100 100 4 98 66 100 90



られた．一方，日本において，Sasakiら［8］はSIGの

68％が，Kawakamiら［10］は66.5％がMRであった

と報告しており，本研究の結果はこれら報告に近かっ

た．日本において，MRSIGの分離率が高い理由につい

てははっきりわかっていないが，S a s a k iら［8］と

Kawakamiら［10］はMRSIGが分離された症例の一部

は過去に抗菌薬の投与を受けており，この抗菌薬による

選択圧（感受性菌を減少させ，耐性菌を選択的に増加さ

せる力）が関与しているかもしれないと述べている．さ

らに，Morrisら［3］はMRブドウ球菌が皮膚，耳道，

泌尿器，呼吸器などいろいろな部位から分離されたと報

告しているが，本研究においても，MRブドウ球菌は皮

膚のみならずいろいろな部位から分離された．したがっ

て，今後，各種感染症においてMRブドウ球菌に気を付

ける必要があると同時に，MRブドウ球菌を増やさない

ための適切な抗菌薬の使用が必要であると考えられた．

ブドウ球菌感染症にCEXやC/AMPなど多くの抗菌

薬が有効であることが報告されている［18］が，本研究

においても，メチシリン感受性ブドウ球菌はほとんどの

抗菌薬に感受性で，多くの抗菌薬が有効であると考えら

れた．しかしながら，本研究において，M R S I Gと

MRCNSはDOXYを除く抗菌薬に，MRSAはCPを除

く抗菌薬に耐性化がみられた．Ishiharaら［19］の日

本の報告ではMRSIGは同じテトラサイクリン（TC）系

抗生物質であるミノサイクリンに100％感受性を示した

が，ドイツではTCの感受性は32.6％で［6］，米国では

T Cに 42 ％の感受性であった［3］．一方，米国では

MRSIGのGMに対する感受性は81％で，CPに対する

感受性は95％であった［3］と報告されているが，本研

究ではMRSIGのGMに対する感受性は12 ％と低く，

CPの感受性も53％であった．また，Cainら［20］の

米国での報告では，MRCNSはCPとTCに89％の感受

性であったが，本研究ではMRCNSのCPに対する感受

性は68 ％で，TC系抗生物質であるDOXYの感受性

92％であった．さらに，Morrisら［3］の米国での報告

では，MRSAはGMに92％，CPに90％感受性であっ

たが，本研究ではMRSAのGMに対する感受性は33％

と低く，CPの感受性は100％と同様に高かった．した

がって，これまで報告されたMRブドウ球菌は多剤耐性

であることは類似しているが，各種抗菌薬の感受性は地

域によって異なっている可能性が示唆された．

近年，腸球菌は多剤耐性化が進んできて，病原菌とし

ての重要性が増してきている［11, 12］．E. faecalisの大

半はアンピシリンに感受性を示すが，E. faeciumは

E. faecalisより多剤耐性であるため，治療が困難な耐性

菌である［12］．近年，人において院内感染を引き起こ

すアンピシリン耐性E. faecium（ampicillinhresistant

E. faecium : ARE）がヨーロッパにおいて増加してきて

おり［21, 22］，犬からの分離例も報告されている［12］．

さらに，Damborgら［12］は，AREは犬で通常使用さ

れるアンピシリン，C/AMP，第一世代セファロスポリ

ン，強化サルファ剤及びフルオロキノロンなどの抗菌薬

に耐性であると報告している．本研究において，E. fae-

calisの95％はC/AMPに感受性を示し，さらにOFLX，

FOM及びCPにも62～85％感受性を示した．これは

Ossiprandiら［23］の報告と似ていた．一方，E. fae-

ciumはC/AMPに対する感受性は7％と低く，また，

VCMを除く抗菌薬に対して感受性が低い多剤耐性菌で

あった．Damborgら［12］の報告では E. faeciumの

80％がアンピシリンに感受性で，Ossiprandiら［23］

の報告ではE. faeciumの75％がアンピシリンとAMP

に感受性であったため，本研究で分離されたE. faecium

はペニシリン系抗生物質にかなり耐性化していると考え

られた．また，Damborgら［12］は E. faecalisの

98％，E. faeciumの100％がGMに感受性であったと

報告しているが，本研究では，E. faecalisの 3％，

E. faeciumの0％がGMに感受性であり，GMに耐性化

していた．人において，米国ではVREの大規模な院内

感染の流行に先立ってAREの発生があり，このAREの

治療のためにVCMの使用が増加したためVREの出現

が促進されたと報告されている［22］．本研究において

も，VCM以外のすべての供試薬剤に耐性であった株も

認められ，犬猫においても，VCMを使用せざるを得な

い症例があると考えられる．したがって，本研究におい

てVREは認められなかったが，今後，VREの出現に気

を付ける必要があると考える．

Streptococcus spp.は広範な感染症を引き起こす化膿

菌である［24］．人において Streptococcus spp.におけ

る耐性菌として，ペニシリン耐性肺炎球菌，ペニシリン

低感受性B群溶血性レンサ球菌及び多剤耐性 Strepto-

coccus pyogenesが報告されているが［24h26］，犬猫に

おいてこのような耐性菌は報告されていない．本研究に

おいても，Streptococcus spp.はGMを除く多くの抗菌

薬に感受性を示し，人で報告されているような耐性菌は

出現していないと考えられた．

これまで伴侶動物における耐性菌出現は，公衆衛生の

観点からはあまり注目されず，むしろ増加傾向にある日

和見感染症の難治性要因として捉えられてきた．したが

って，伴侶動物における耐性菌の出現と人の健康被害と

の関連性について述べた報告はきわめて少ない［13］．

しかしながら，MRSAでは人―猫間の感染環の成立が示

唆される報告があり，MRSAのレゼルボアとしての伴侶

動物の重要性が指摘されている［27, 28］．さらに，

S t r o m m e n g e rら［29］はブドウ球菌プロテイン A

（ spa）タイピングや multilocus sequence typing

（MLST）法による遺伝子タイピングにおいて伴侶動物
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由来MRSAと人由来MRSAが似ていることから，伴侶

動物と人でMRSAが交差伝播する可能性を報告してい

る．また，MRSIGも人の鼻腔などから分離され，飼い

主や獣医師への犬猫からの伝播も報告されている

［30h32］．MRSIGの人に対する病原性は不明な点が多

いが，近年，MRSIGによる人の感染症例が報告される

ようになってきた［33, 34］．MRSIGの分離事例が世界

的に急増していることから，MRSIGは今後注目すべき

細菌であると考える．人では，MRCNS感染症が増加し

ており，院内感染の原因菌として問題になってきている

［35］．伴侶動物由来MRCNSの人に対する病原性につ

いても不明な点が多いが，獣医教育病院で，MRCNSが

院内の犬から人へ伝播した事例が報告されている［32］．

VREは人で院内感染の原因となる重要な細菌である．

ヨーロッパでは7～23％の犬からVREが分離され，ま

た，ニュージーランドと米国でも犬からVREが分離さ

れている［28］．また，アンピシリン耐性は院内感染型

E. faeciumのマーカーとされ，犬が人の感染に関係した

AREのレゼルボアであることが報告されている［36］．

本研究では，犬猫からのVREは認められなかったもの

のC/AMP耐性の多剤耐性 E. faecium並びにMRブド

ウ球菌が分離された事例が認められた．これら耐性菌の

飼い主への感染拡大には十分に注意が払われるべきであ

ると考えられた．また，今後も伴侶動物由来耐性菌の人

に対する病原性については詳しく調べる必要があると考

える．

今後，動物病院において耐性菌を増やさないため，動

物病院における抗菌薬の使用法や使用量を見直すと同時

に動物病院における耐性菌の出現動向と抗菌薬感受性を

より広域で詳細に監視する必要性があろう．
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Prevalence and Antimicrobial Drug Susceptibility of GramhPositive Cocci 
from Clinical Specimens of Cats and Dogs

Eriko SHIMADA＊, Tadashi MIYAMOTO† and Shingo HATOYA

＊Miyamoto Animal Hospital, 2265h8 Kurokawa, Yamaguchi, 753h0851, Japan

SUMMARY

One hundred and sixty-one strains of Staphylococcus intermedius group (SIG), 67 strains of coagulase nega-
tive staphylococci (CNS), 18 strains of S. aureus (SA), 39 strains of Enterococcus faecalis, 15 strains of 
E. faecium, and 50 strains of Streptococcus spp. were isolated from bacteriahinfected cats and dogs in one hos-
pital from 2002 to 2010.  Sixty-seven strains of methicillinhresistant (MR) SIG, 14 strains of MRCNS, and 1
strain of MRSA were isolated from dogs, and 11 strains of MRSIG, 11 strains of MRCNS, and 2 strains of MRSA
were isolated from cats.  MRSIG and MRCNS were sensitive to doxycycline.  MRSA was sensitive to chloram-
phenicol.  Although Streptococcus spp. were sensitive to many antimicrobial drugs, Enterococcus spp., especially
E. faecium, were often resistant. 
― Key words : Antimicrobial drug susceptibility, Enterococcus, Gramhpositive cocci, Methicillinhresistance, Staphylococcus.
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